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特定
とくてい

技能
ぎ の う

1号
ごう

 技能
ぎ の う

評価
ひょうか

試験
し け ん

 

実技
じ つ ぎ

試験
し け ん

問題
もんだい

 （保温
ほ お ん

保冷
ほ れ い

） 

「２」の注 意
ちゅうい

に 従
したが

って、「４」の作 業
さぎょう

をしなさい。 

１．試験
しけん

時間
じかん

  ２時間
じかん

 

２．注 意
ちゅうい

 

(1) 試験
しけん

開始
かいし

の合図
あいず

で、作 業
さぎょう

を始
はじ

めなさい。 

(2) けがをしないように注 意
ちゅうい

して、作 業
さぎょう

をしなさい。 

(3) わからないことがあったら、手
て

を挙
あ

げて 係
かかり

の人
ひと

に聞
き

きなさい。 

(4) 工具
こうぐ

や 材 料
ざいりょう

は、決
き

められた物
もの

を使
つか

いなさい。 

(5) 試験
しけん

開始後
かいしご

は、支 給
しきゅう

材 料
ざいりょう

の再 支 給
さいしきゅう

はしません。 

(6) 作 業
さぎょう

するときの服 装
ふくそう

は、作 業
さぎょう

に適
てき

したものとし、作 業
さぎょう

靴
ぐつ

、保護帽
ほごぼう

を 着 用
ちゃくよう

しなさい。 

(7) 作 業
さぎょう

が終
お

わったら、「終
お

わりました」と 係
かかり

の人
ひと

にいいなさい。 

(8) 試 験 中
しけんちゅう

は、携 帯
けいたい

電話
でんわ

（電 卓
でんたく

機能
きのう

の使用
しよう

を含
ふく

む）などを使
つか

ってはいけません。 

(9) 試 験 中
しけんちゅう

は、他
ほか

の人
ひと

と話
はな

してはいけません。 

(10) 機器
き き

の操作
そうさ

や工具
こうぐ

、 材 料
ざいりょう

等
とう

の 取 扱
とりあつか

いで、機器
き き

等
とう

を破
は

損
そん

させたり、怪我
け が

をするおそれがある

場合
ばあい

は、 係
かかり

の人
ひと

が注 意
ちゅうい

します。 

さらに、注 意
ちゅうい

を受
う

けた危険
きけん

な行為
こうい

を続
つづ

けた場合
ばあい

や 緊 急 性
きんきゅうせい

がある場合
ばあい

は、注 意
ちゅうい

をしないで試験
しけん

を中 止
ちゅうし

（失 格
しっかく

）させることがあります。 
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３．支 給
しきゅう

材 料
ざいりょう

 

品
ひん

  名
めい

 寸 法
すんぽう

 又
また

は 規格
きかく

 数
すう

 量
りょう

 備
び

 考
こう

 

 

グラスウール保温
ほおん

筒
とう

 

JIS A 9504 

40A  40t✕1,000L 
1/2本

ほん

 長
ながさ

さ 500L 

JIS A 9504 

100A  40t✕1,000L 
1本
ほん

  

ロックウール保温帯
ほおんたい

 
JIS A 9504 

40t✕605W✕1,820L 
1/3枚

まい

 長
なが

さ 600L 

亜鉛
あえん

めっき鉄 線
てっせん

 
φ1.6mm 1m  

φ0.8mm 20m  

塩化
えんか

ビニル製
せい

整 形
せいけい

エルボ 100A 40t 1個
こ

  

アスファルトフェルト JIS A6005 430 1000W 1m 20kg/巻
かん

 

整 形 用
せいけいよう

原紙
げんし

 370g/㎡以 上
いじょう

 1,000W 0.8m  

 

アルミガラスクロス 

厚
あつ

さ 0.02mm のアルミニウム箔
はく

に JIS R3414（ガラスクロス）に

規定
きてい

する EP11E をアクリル系
けい

接 着 剤
せっちゃくざい

で接
せっ

着
ちゃく

させたものを

テープ 状
じょう

にしたもの 

150mm幅
はば

 

 

6m 
 

くぎ 18L（細 六
ほそろく

） 15本
ほん

  

ステンレス鋼 板
こうはん

 
JIS G4305 

0.15t✕75W 
0.8m  

廃 材 用
はいざいよう

ごみ 袋
ぶくろ

 800mm✕1,000mm程度
ていど

 1枚
まい

 中身
なかみ

が見
み

えるもの 
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４．課
か

 題
だい

 

    次
つぎ

の(1)～(3)と 6 ページの施工図
せこうず

正 面 図
しょうめんず

、エルボ用
よう

保護
ほ ご

カバー製
せい

作図
さくず

、6、7 ページの詳 細 図
しょうさいず

に

従
したが

って、作 業
さぎょう

をしなさい。なお、試験
しけん

台
だい

には、マークをしてはいけません。 

また、作 業
さぎょう

は、指示
し じ

された場所
ばしょ

でしなさい。 

(1) A 部
ぶ

 （防露
ぼうろ

作 業
さぎょう

） 

A 部
ぶ

には、次
つぎ

の①及
およ

び②に 従
したが

って、防露
ぼうろ

作 業
さぎょう

をしなさい。 

① グラスウール保温
ほおん

筒
とう

は、次
つぎ

の a)～c)に 従
したが

って、取
と

り付
つ

けなさい。 

a)T型
がた

継手
つぎて

水 平
すいへい

部分
ぶぶん

に取
と

り付
つ

ける保温
ほおん

筒
とう

は、継手
つぎて

部分
ぶぶん

になじむように内 面
ないめん

を加工
かこう

しなさい。 

b)保温
ほおん

筒
とう

の合
あ

わせ目
め

は、下
した

になるようにしなさい。 

c)保温
ほおん

筒
とう

は、詳 細 図
しょうさいず

に示
しめ

すように水 平
すいへい

部分
ぶぶん

4箇所
かしょ

をφ0.8mm の亜鉛
あえん

めっき鉄 線
てっせん

で、2 重
じゅう

巻
ま

きにして締
し

め付
つ

けなさい。  

② アスファルトフェルトは、次
つぎ

の a)～c)に従って、被覆
ひふく

しなさい。 

a)重
かさ

ね幅
はば

は、30mm以 上
いじょう

にしなさい。 

b)立
たち

上
あ

がり管
かん

部分
ぶぶん

は、管
かん

の寸 法
すんぽう

に合
あ

わせて切
き

り取
と

りなさい。 

c)重
かさ

ね合
あ

わせ部分
ぶぶん

には、くぎを 4本
ほん

差
さ

し込
こ

んで留
と

めなさい。 

(2) B 部
ぶ

 （保温
ほおん

作 業
さぎょう

） 

B 部
ぶ

には、次
つぎ

の①～④に 従
したが

って、保温
ほおん

作 業
さぎょう

をしなさい。 

① 次
つぎ

の a)～c)に 従
したが

って、立上
たちあ

がり管
かん

の保温
ほおん

作 業
さぎょう

をしなさい。 

a)グラスウール保温
ほおん

筒
とう

を、以下
い か

に 従
したが

って、取
と

り付
つ

けなさい。 
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・保温
ほおん

筒
とう

を取
と

り付
つ

けるときは、管 面
かんめん

に φ1.6mm の亜鉛
あえん

めっき鉄 線
てっせん

で、すべり止
ど

めを 1

箇所
かしょ

つけなさい。 

・保温
ほおん

筒
とう

の合
あ

わせ目
め

は、側 面
そくめん

になるようにしなさい。 

・保温
ほおん

筒
とう

は、詳 細 図
しょうさいず

に示
しめ

すように 2箇所
かしょ

をφ0.8mm の亜鉛
あえん

めっき鉄 線
てっせん

で、2 重
じゅう

巻
ま

きに

して締
し

め付
つ

けなさい。 

b)整 形
せいけい

原紙
げんし

の被覆
ひふく

は重
かさ

ね幅
はば

を 300mm以 上
いじょう

とし、曲
まが

り管
かん

部分
ぶぶん

より塩化
えんか

ビニル製
せい

整 形
せいけい

エル

ボに突
つ

きつけなさい。 

c)アルミガラスクロスは、以下
い か

に 従
したが

って、巻
ま

き付
つ

けなさい。 

・巻
ま

き付
つ

け方 法
ほうほう

は、らせん巻
ま

き（千 段
せんだん

巻
ま

き）とし、重
かさ

ね幅
はば

は 25mm以 上
いじょう

にしなさい。 

・巻
ま

き付
つ

けは、下
した

からしなさい。 

・巻
ま

き付
つ

け方 向
ほうこう

は、自由
じゆう

とします。 

・アルミガラスクロスの巻
ま

き始
はじ

めには、くぎを 2本
ほん

使用
しよう

して留
と

めなさい。 

② 次
つぎ

の a)～c)に 従
したが

って、曲
まが

り管
かん

の保温
ほおん

作 業
さぎょう

をしなさい。 

a)ロックウール保温帯
ほおんたい

は、以下
い か

に 従
したが

って、取
と

り付
つ

けなさい。 

・保温帯
ほおんたい

は、φ0.8mm の亜鉛
あえん

めっき鉄 線
てっせん

で、らせん巻
ま

き（つる巻
ま

き）としなさい。 

・らせん巻
ま

き（つる巻
ま

き）の間 隔
かんかく

は、50mm以内
いない

としなさい。 

b)塩化
えんか

ビニル製
せい

整 形
せいけい

エルボは、くぎ 3本
ぼん

以 上
いじょう

使用
しよう

して留
と

めなさい。 

c)巻
ま

き付
つ

け方 法
ほうほう

は、アルミガラスクロスで、立 上
たちあが

り管
かん

の保温
ほおん

作 業
さぎょう

に 従
したが

って、立 上
たちあが

り部分
ぶぶん

から続
つづ

けて、えび 状
じょう

にしなさい。 
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③ 次
つぎ

の a)～c)に 従
したが

って水 平 管
すいへいかん

の保温
ほおん

作 業
さぎょう

をしなさい。 

a)グラスウール保温
ほおん

筒
とう

は、以下
い か

に 従
したが

って、取
と

り付
つ

けなさい。 

・保温
ほおん

筒
とう

を取
と

り付
つ

けるときは、管 面
かんめん

にφ1.6mm の亜鉛
あえん

めっき鉄 線
てっせん

で、すべり止
ど

めを 1

箇所
かしょ

つけなさい。 

・保温
ほおん

筒
とう

の合
あ

わせ目
め

は、水 平
すいへい

方 向
ほうこう

にしなさい。 

・保温
ほおん

筒
とう

は、詳 細 図
しょうさいず

に示
し

すように 2箇所
かしょ

をφ0.8mm の亜鉛
あえん

めっき鉄 線
てっせん

で、2 重
じゅう

巻
ま

きに

して締
し

め付
つ

けなさい。 

b)塩化
えんか

ビニル製
せい

整 形
せいけい

エルボの取付
とりつ

け方 法
ほうほう

は、曲
まが

り部分
ぶぶん

と一体化
いったいか

しなさい。 

c)巻
ま

き付
つ

け方 法
ほうほう

は、アルミガラスクロスで、立 上
たちあが

り管
かん

の保温
ほおん

作 業
さぎょう

に 従
したが

って立 上
たちあが

り部分
ぶぶん

・

曲
まが

り部分
ぶぶん

・水 平
すいへい

部分
ぶぶん

（保温
ほおん

施工
せこう

部分
ぶぶん

の端
はし

まで）と続
つづ

けて、らせん巻
ま

き（千 段
せんだん

巻
ま

き）に

しなさい。ただし、アルミガラスクロスの巻
まき

終
お

わりには、くぎを 3本
ぼん

以 上
いじょう

使用
しよう

して留
と

め

なさい。 

④ 菊座
きくざ

は次
つぎ

の a)～c)に 従
したが

って詳 細 図
しょうさいず

に示
しめ

すように、ステンレス鋼 板
こうはん

で製 作
せいさく

し、立 上
たちあが

り

部分
ぶぶん

下端
したば

に取
と

り付
つ

けなさい。 

a)内曲
うちま

げ方 法
ほうほう

は、菊
きく

絞
しぼ

りにしなさい。 

b)絞
しぼ

り数
すう

は、32折
お

り以 上
いじょう

としなさい。 

c)シール缶
かん

の位置
い ち

は、 左
ひだり

側 面
そくめん

にしなさい。 
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(3) エルボ用
よう

保温
ほおん

カバー製 作
せいさく

 （保温
ほおん

工事用
こうじよう

） 

次
つぎ

の①及
およ

び②に 従
したが

って、グラスウール保温
ほおん

筒
とう

で呼
よ

び径
けい

40A の鋼 管
こうかん

エルボに取
と

り付
つ

ける保温
ほおん

カ

バーを製 作
せいさく

しなさい。 

①  詳 細 図
しょうさいず

に示
し

すように、保温
ほおん

筒
とう

をひじ継
つ

ぎ 状
じょう

（ 直 角
ちょっかく

）になるように、切 断
せつだん

しなさい。 

② 合
あ

わせ目
め

は、床
ゆか

置
お

きとして、内 側
うちがわ

になるようにしなさい。 

 

施
せ

 工
こ う

 図
ず

 正
し ょ う

 面
め ん

 図
ず

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エルボ用保温カバー製作図 
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詳
し ょ う

 細
さ い

 図
ず
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５．使用
しよう

工具
こうぐ

 

  (1) 受 験 者
じゅけんしゃ

が準 備
じゅんび

するもの 

品
ひん

  名
めい

 寸 法
すんぽう

 又
また

は 規格
きかく

 数
すう

 量
りょう

 備
び

   考
こう

 

鋼 製
こうせい

巻 尺
まきしゃく

 ２ｍ程度
ていど

 １ 

コンベックスルールでもよい 

寸 法
すんぽう

測 定 用
そくていよう

 

かね 尺
じゃく

 短 辺
たんぺん

 250mm以上 １ 寸 法
すんぽう

と 直 角
ちょっかく

測 定 用
そくていよう

 

ペンチ 全 長
ぜんちょう

 150mm程度
ていど

 １ 亜鉛
あえん

めっき鉄 線
てっせん

切 断 用
せつだんよう

 

ハッカー（ねじり） 全 長
ぜんちょう

 200mm程度
ていど

 １ 鉄 線
てっせん

緊 縛 用
きんばくよう

 

コンパス 150mm程度
ていど

 １ 
保温
ほおん

筒 用
とうよう

、アスファルトフェルト

切取
きりと

り線 用
せんよう

及
およ

び板 金
ばんきん

けがき用
よう

 

やっとこ 210mm程度
ていど

 １ 菊 絞
きくしぼ

り製 作 用
せいさくよう

 

つかみばし（つかみ） 口 幅
くちはば

 30mm程度
ていど

 １ シール缶
かん

製 作 用
せいさくよう

 

筆記
ひっき

用具
ようぐ

 
油性
ゆせい

ペン、マーカーな

ど 

一 式
いっしき

 支 給
しきゅう

材 料
ざいりょう

に 印
しるし

を付
つ

けられる物
もの

 

作 業 服
さぎょうふく

  一 式
いっしき

 

作 業
さぎょう

靴
ぐつ

、保護帽
ほごぼう

（ヘルメットも

可
か

）、手 袋
てぶくろ

(作 業 用
さぎょうよう

革
かわ

手 袋
てぶくろ

、耐
たい

切
せっ

創 用
そうよう

手 袋
てぶくろ

、軍手
ぐんて

)、防じんマス

ク(不 織
ふしょく

布
ふ

マスクも可)を含
ふく

む 

飲
の

み物
もの

  必 要 量
ひつようりょう

 熱 中 症
ねっちゅうしょう

対 策
たいさく

、水 分
すいぶん

補 給 用
ほきゅうよう

 

（注 意
ちゅうい

） 

 ・使用
しよう

工具
こうぐ

等
とう

は、上
うえ

の 表
ひょう

のものに限
かぎ

るが、同
おな

じ種 類
しゅるい

のものを予備
よ び

として準 備
じゅんび

してもよいです。 

 ・ 飲
の

み物
もの

は、受 験 者
じゅけんしゃ

が試験
しけん

当 日
とうじつ

の天 候
てんこう

や気温
きおん

などをよく 考
かんが

えて、自分
じぶん

に必 要
ひつよう

と思
おも

う場合
ばあい

は、

持参
じさん

しなさい。 
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  (2) 試 験 場
しけんじょう

に準 備
じゅんび

されているもの 

品
ひん

  名
めい

 寸 法
すんぽう

 又
また

は 規格
きかく

 数
すう

 量
りょう

 備
び

   考
こう

 

試験
しけん

台
だい

 9ページの試験
しけん

台
だい

正 面 図
しょうめんず

 1名
めい

当
あ

たり１  

拍子木
ひょうしぎ

 長
なが

さ 360mm程度
ていど

 9名
めい

当
あ

たり１  

板 金 用
ばんきんよう

折
おり

台
だい

 長
なが

さ 900mm程度
ていど

 9名
めい

当
あ

たり１  

のこぎり 

両 刃
りょうば

、片刃
かたば

、折 込
おりこみ

 

刃
は

長
ちょう

 250mm程度
ていど

 

1名
めい

当
あ

たり１ 保温
ほおん

筒
とう

切 断 用
せつだんよう

 

カッターナイフ Ｌ型
がた

 1名
めい

当
あ

たり１ 

保温
ほおん

筒
とう

内 面
ないめん

加工用
かこうよう

 

裁
た

ちばさみ 刃渡
はわた

り 120mm程度
ていど

 1名
めい

当
あ

たり１ 

アスファルトフェ

ルト・原紙
げんし

・アル

ミガラスクロス

切 断 用
せつだんよう

 

金切
かなき

りばさみ 

270mm程度
ていど

 

直 線
ちょくせん

切
き

り用
よう

 

1名
めい

当
あ

たり１ 

ステンレス鋼 板
こうはん

切 断 用
せつだんよう

 

清 掃
せいそう

用具
ようぐ

  一 式
いっしき

  

 


